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伊
藤 

達
美 

議
長

佐
野 

知
世 

議
員

山
下 

利
彦 

議
員

ス
マ
ー
ト
シ
ュ
リ
ン
ク（
賢
い
縮
小
）

身
延
町
観
光
資
源
の
魅
力
ア
ッ
プ

単
な
る
歳
出
削
減
で
は
な
く
賢
い
支
出
を

人
口
減
少
な
ど
社
会
経
済
の
急
速
な
変
化
に

適
合
す
る
に
は
、
新
た
な
視
点
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
創
生
が
求
め
ら
れ
る

各
観
光
協
会
・
組
合
と
協
議
を
重
ね
、
今
必

要
な
対
策
等
を
見
い
だ
し
て
魅
力
ア
ッ
プ
を

図
り
誘
客
を
推
進

不
採
算
医
療
の
単
純
な
削
減
で
は
な
く
、
交

付
税
措
置
を
最
大
限
活
用
し
た
、
持
続
的
生

活
環
境
の
充
実
を
図
る

遠
藤 

公
久 

副
議
長

市
川 

司 

議
員

羽
賀 

勝
之 

議
員

将
来
へ
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
街
づ
く
り
推
進

心
に
ゆ
と
り
あ
る
住
み
よ
い
町
づ
く
り

町
有
地
を
利
用
し
た
地
域
づ
く
り

老
朽
化
公
共
施
設
や
医
療
体
制
の
集
約
、
再

構
築
推
進
。
無
理
に
残
さ
ず
、
人
口
規
模
に

即
し
た
統
合
や
再
設
置
の
検
討
推
進

豊
か
な
気
持
ち
で
生
活
を
す
る
た
め
に
、
充

実
し
た
教
育
・
医
療
・
防
災
体
制
を
整
え
、

安
心
し
た
町
づ
く
り
の
推
進

集
約
さ
れ
た
施
設
の
町
有
地
を
有
効
利
用
し
、

移
住
定
住
促
進
の
宅
地
造
成
や
公
園
を
整
備

し
、地
域
の
活
性
化
を
図
る

令和8年度当初予算をとらえる 議員が取り組む課題と展望
※議員の写真を AI を利用し画像生成しました（指示：①人物以外を透明背景に②人物をアニメ化）
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上
田 

孝
二 

議
員

深
山 

光
信 

議
員

望
月 

俊 

議
員

農
業
・
林
業
の
振
興
を
期
待
す
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
躍
と
定
住

開
か
れ
た
議
会
へ

農
家
の
高
齢
化
で
耕
作
放
棄
地
・
山
林
荒
廃

が
拡
大
し
、早
急
な
後
継
者
育
成
と
大
型
獣
・

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
の
強
化

協
力
隊
の
活
躍
と
定
住
が
、
産
業
の
継
承
と

町
の
未
来
を
創
る
鍵
。
行
政
と
地
域
全
体
で

支
え
る
環
境
づ
く
り
を
推
進

ふ
れ
あ
い
懇
談
会
や
こ
ど
も
議
会
の
開
催
。

SNS
等
の
情
報
発
信
を
通
じ
、
町
民
に
身
近
な

議
会
を
目
指
す

伊
藤 

雄
波 

議
員

佐
野 

昇 

議
員

遠
藤 

一
彦 

議
員

少
子
高
齢
化
問
題
の
現
状
打
開

住
宅
政
策
の
拡
充
に
よ
る
若
者
の
定
着

ふ
る
里
が
、す
む
里
に
な
れ
る
よ
う
に

厳
し
い
財
政
状
況
下
で
も
将
来
へ
の
投
資

を
行
う
の
か
、こ
の
ま
ま
衰
退
を
待
つ
の
か
、

や
は
り
知
恵
を
出
し
、チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
住
み
続
け
た
く
な
る
、
魅
力

あ
る
町
づ
く
り
を
目
指
す

町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
防
災
体
制
の
強

化
、
峡
南
地
域
の
核
と
な
る
産
業
と
観
光
の

振
興
、教
育
環
境
へ
の
支
援
の
拡
充
を
図
る

令和8年度当初予算をとらえる

3　No.86 みのぶ議会だより



令和8年　第1回定例会　期間 ３月２日（月）〜3月１３日（金）

5．農業費　2億3,112万円
有害鳥獣対策事業経費・あけぼの大豆関連経
費・農地利用状況ドローン調査分析業務・６次
産業化事業による枝豆共選所運営業務、矢細
工試験圃場業務の委託料など

7．観光費　１億7,041万円
下部観光協会並びに身延山観光協会、みのぶ
フェス補助金・地域活性化イベント補助・観
光資源の魅力アップ事業（しだれ桜の里・観
光案内所・にしじま和紙の里管理費など）

6．林業費　8,043万円
シカ、イノシシ、サル等の有害鳥獣捕獲、ツキノ
ワグマ放獣報償費及び猟友会活動費補助金・
ドローン鳥獣捜索業務・緊急銃猟備品購入・
狩猟免許取得支援補助金など

8．土木費　7億9,868万円
町道桜清水遊亀橋線外道路改良工事、町道本
町大庭線外1路線道路改良工事・町道本町大
庭線用地取得費・温泉橋橋梁修繕工事・町道
昭和道路線、町道西谷線ガードレール修景工
事・町営住宅各団地維持管理費など

ドローンによる調査分析（西嶋地内）ドローンによる調査分析（西嶋地内）

みのぶフェス（令和７年10月18日開催）みのぶフェス（令和７年10月18日開催）

ドローンドローン

町道本町大庭線（下山地内）町道本町大庭線（下山地内）

有害鳥獣対策有害鳥獣対策

しだれ桜フェス（令和７年３月29日・30日）しだれ桜フェス（令和７年３月29日・30日）

ツキノワグマ対策講習会（３月17日）ツキノワグマ対策講習会（３月17日）

温泉橋（下部地内）温泉橋（下部地内）
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不動産鑑定業務委託・身延地区公民館身延分館解体工事・身延武道館解体工事

客席ホール天井耐震改修工事設計業務・外壁タイル屋上防水改修工事及び監理業務

大河内体育館解体工事・丸滝歩道橋解体工事・用地調査測量業務

町有相又団地外装改修工事及び監理業務　※令和7年度からの継続工事

1．旧身延中学校跡地の活用に向けて　1億1,391万円

2．身延町総合文化会館長寿命化　1億4,523万円

3．第2期丸滝宮の前団地分譲事業　6,178万円

4．相又団地外装改修事業　5,965万円

身延地区公民館身延分館身延地区公民館身延分館

客席ホール天井客席ホール天井

大河内体育館大河内体育館

改修前改修前

身延武道館身延武道館

身延町総合文化会館身延町総合文化会館

丸滝歩道橋丸滝歩道橋

改修工事中改修工事中

令和8年　第1回定例会 当初予算　主な事業と支出
広報みのぶ5月号といっしょにご覧下さい ※1,000円未満切り捨て
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調
査
日　

３
月
２
日（
月
）

場　

所　

大
河
内
体
育
館

目　

的　

�

宅
地
分
譲
事
業
に
よ
り

解
体
予
定
の
体
育
館
を

視
察

財
政
課
関
係

山
下
利
彦
委
員　

借
り
換
え
及
び
繰

上
償
還
を
行
う
基
準
は
。

答　

旧
合
併
特
例
事
業
債
は
、借
入

か
ら
５
年
を
経
過
し
た
際
に
、利

率
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。当
初
予
算
に
お
い
て

借
り
換
え
を
予
定
し
て
い
た
が
、

昨
今
の
金
利
上
昇
に
よ
り
、以
前

の
利
率
よ
り
も
高
い
利
率
に
な

る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
た
め
、借

り
換
え
を
行
わ
ず
に
繰
上
償
還

を
行
う
こ
と
と
し
た
。

建
設
課
関
係

遠
藤
公
久
委
員　

町
道
本
町
大
庭

線
改
良
工
事
が
計
画
変
更
に
よ

り
減
額
と
な
っ
た
が
、具
体
的
な

内
容
は
。（
４
ペ
ー
ジ
参
照
）

答　

本
町
大
庭
線
は
町
道
本
町
大

工
町
線
の
下
を
通
る
立
体
交
差

に
な
っ
て
い
る
。当
初
の
計
画
で

は
、本
町
大
庭
線
の
切
り
下
げ
を

行
う
予
定
だ
っ
た
が
、県
が
管
理

す
る
矢
沢
川
の
関
係
で
十
分
に

切
り
下
げ
が
行
え
な
い
こ
と
と

な
っ
た
た
め
、両
線
を
平
面
交
差

に
す
る
計
画
に
変
更
し
た
。

佐
野
知
世
委
員　

木
造
住
宅
耐
震

シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
事
業
の
内
容

は
。

答　

住
宅
全
体
を
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し

て
補
強
す
る
も
の
で
は
な
く
、住

宅
の
寝
室
等
の
一
室
を
補
強
す

る
も
の
で
あ
る
。

生
涯
学
習
課
関
係

深
山
光
信
委
員　

湯
之
奥
金
山
博
物

館
入
館
料
が
1.3
倍
に
な
っ
て
い

る
が
、当
初
の
見
込
み
か
ら
ど
の

く
ら
い
入
館
者
が
増
え
た
の
か
。

答　

６
千
人
程
度
増
え
て
い
る
。

上
下
水
道
課
関
係

望
月
俊
委
員　

手
数
料
の
増
額
に
つ

い
て
、水
道
の
新
規
加
入
は
具
体

的
に
何
件
か
。

答　

新
規
加
入
は
５
件
で
、そ
の
ほ

か
に
給
水
装
置
工
事
事
業
者
指

定
手
数
料
が
14
件
、開
栓
手
数
料

が
142
件
で
あ
る
。

財
政
課
関
係

羽
賀
勝
之
委
員　

身
延
分
館
と
身
延

武
道
館
の
解
体
に
つ
い
て
、施
設

の
建
設
に
お
い
て
国
庫
補
助
金

の
ほ
か
、起
債
を
充
当
し
て
い
た

と
思
う
が
、償
還
は
完
了
し
て
い

る
の
か
。（
５
ペ
ー
ジ
参
照
）

答　

起
債
の
償
還
は
完
了
し
て
い
る
。

企
画
政
策
課
関
係

遠
藤
公
久
委
員　

年
間
の
移
住
者

の
数
値
目
標
と
移
住
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
設
置
効
果
は
。

答　

移
住
者
の
数
値
目
標
は
設
定
し

て
い
な
い
。効
果
を
数
値
で
検
証

す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、移
住
相

談
会
で
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
、今
後

も
移
住
相
談
者
へ
の
丁
寧
な
対

応
を
継
続
的
に
実
施
し
て
行
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

伊
藤
雄
波
委
員　

魅
力
体
験
ツ
ア
ー

の
参
加
者
と
内
容
は
。

答　

魅
力
体
験
ツ
ア
ー
は
令
和
７

年
度
で
終
了
し
、
令
和
８
年
度

か
ら
は
、移
住
後
の
生
活
を
よ
り

イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
、行

程
も
参
加
者
の
希
望
に
よ
っ
て

決
め
る「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
ツ

ア
ー
」
に
移
行
す
る
。
平
成
28
年

度
当
初
の
移
住
ツ
ア
ー
は
、空
き

家
の
見
学
が
メ
イ
ン
で
参
加
者

も
多
く
い
た
が
、近
年
は
参
加
者

も
少
な
く
、計
画
し
て
も
実
施
に

至
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

委員会は、議会に提出された議案などを、集中的に審査するために設置さ
れた議会の内部機関です。常任委員会では、付託された議案について、質
疑等により所管課から説明を受け、審査を行います。
審査が終わると採決が行われ、委員会としての賛否が決定し、再び本会議
で議題となります。ここでは、その審査内容を抜粋して掲載しています。 予算決算常任委員会

教育厚生常任委員会

総務産業建設常任委員会常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長　

佐
野　

昇

▼
議
案
第
15
号

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）

現　

地　

調　

査

書　

類　

審　

査

▼
議
案
第
20
号

令
和
７
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
４
号
）

▼
議
案
第
22
号

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算

大河内体育館の中での説明 大河内体育館の外での説明

常任委員会レポート常任委員会レポート常任委員会レポート
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観
光
課
関
係

上
田
孝
二
委
員　

み
の
ぶ
フ
ェ
ス
を

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

答　

内
容
に
つ
い
て
は
、各
種
団
体

か
ら
選
任
さ
れ
た
実
行
委
員
会

で
決
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

今
年
度
の
実
施
内
容
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
踏
ま
え
て

検
証
し
、内
容
を
検
討
し
て
い
く
。

議
会
事
務
局
関
係

遠
藤
公
久
委
員　

議
員
定
数
を
２
名

削
減
し
た
こ
と
に
よ
り
、議
員
共

済
会
負
担
金
に
つ
い
て
も
、減
額

の
効
果
が
あ
っ
た
と
の
認
識
で

良
い
か
。

答　

負
担
金
の
算
定
式
に
議
員
定
数

が
関
係
し
て
い
る
の
で
、そ
の
と

お
り
で
あ
る
。

建
設
課
関
係

伊
藤
雄
波
委
員　

Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ｉ

住
宅
普
及
促
進
事
業
補
助
金
制

度
の
内
容
は
。

答　

新
築
住
宅
と
改
修
住
宅
の
区
分

が
あ
り
、長
期
優
良
住
宅
で
断
熱

性
能
、住
宅
機
密
性
能
の
要
件
に

よ
り
、20
万
円
の
補
助
金
に
な
る
。

ま
た
、
子
育
て
世
帯
、
省
エ
ネ
住

宅
、県
産
木
材
の
使
用
な
ど
で
補

助
金
の
加
算
が
あ
る
。補
助
額
は

最
大
で
新
築
住
宅
が
100
万
円
、改

修
住
宅
で
120
万
円
で
あ
る
。

生
涯
学
習
課
関
係

遠
藤
一
彦
委
員　

砂
金
採
り
体
験
で

使
用
す
る
金
が
値
上
が
り
し
て

い
る
が
、令
和
８
年
度
の
砂
金
購

入
予
算
額
と
購
入
予
定
量
は
。

答　

購
入
予
算
額
は
980
万
円
で
350
グ

ラ
ム
の
予
定
で
あ
る
。

遠
藤
公
久
委
員　

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
繁

殖
地
の
保
護
増
殖
業
務
委
託
料

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、久
遠
寺

周
辺
な
ど
町
内
の
生
息
状
況
は
。

答　

昨
年
は
、最
大
６
つ
が
い
の
飛

来
を
確
認
し
、そ
の
内
１
つ
が
い

は
巣
箱
で
繁
殖
し
た
。県
内
で
も

10
つ
が
い
も
い
な
い
状
況
で
、本

町
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
は
と
て
も

貴
重
な
存
在
で
あ
る
。今
後
も
保

護
事
業
を
継
続
し
、個
体
数
を
増

や
し
つ
つ
、天
然
記
念
物
指
定
地

で
あ
る
身
延
山
周
辺
へ
も
誘
導

し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

産
業
課
関
係

深
山
光
信
委
員　

新
規
就
農
者
の
経

営
開
始
資
金
に
つ
い
て
、対
象
者

が
前
年
２
人
か
ら
１
人
に
な
っ

た
の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、
ど
の
よ

う
な
内
容
の
補
助
制
度
か
。

答　

経
営
開
始
資
金
は
、
３
年
間
継

続
で
き
、令
和
７
年
度
に
２
人
が

３
年
間
の
支
給
を
終
え
、令
和
８

年
度
は
別
の
対
象
者
で
１
人
で

あ
る
。就
農
開
始
時
に
一
定
の
条

件
を
満
た
せ
ば
、150
万
円
が
支
払

わ
れ
る
制
度
で
あ
る
。

交
通
防
災
課
関
係

上
田
孝
二
委
員　

喇
叭
隊
と
音
楽
隊

を
統
合
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、定

員
が
少
な
い
か
ら
統
合
す
る
の

か
。
ま
た
、
統
合
し
て
隊
員
は
何

人
に
な
る
の
か
。

答　

現
在
の
隊
員
は
喇
叭
隊
が
13

人
、
音
楽
隊
が
９
人
で
あ
る
。
隊

員
の
確
保
が
難
し
く
な
り
、こ
の

ま
ま
で
は
両
隊
と
も
に
活
動
が

で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
た

め
話
し
合
い
を
し
、喇
叭
隊
と
音

楽
隊
を
統
合
す
る
と
の
結
論
が

出
た
と
聞
い
て
い
る
。新
た
な
喇

叭
隊
へ
の
音
楽
隊
か
ら
の
編
入

は
２
名
と
聞
い
て
い
る
。

佐
野
昇
委
員　

音
楽
隊
長
は
今
後
、

報
酬
額
が
下
が
る
と
思
う
が
、納

得
し
て
い
る
か
。

答　

喇
叭
隊
副
隊
長
が
副
分
団
長
格

に
な
る
こ
と
は
喇
叭
隊
、音
楽
隊

と
話
し
を
し
て
い
る
。報
酬
額
に

つ
い
て
も
承
知
さ
れ
て
い
る
と

理
解
し
て
い
る
。

身
延
支
所
関
係

遠
藤
公
久
委
員　

門
野
の
湯
の
開
館

時
間
を
見
直
す
こ
と
で
、ど
の
程

度
経
費
が
削
減
で
き
る
の
か
。

答　

委
託
料
の
ボ
イ
ラ
ー
等
設
備

管
理
業
務
と
、窓
口
受
付
・
清
掃

業
務
に
つ
い
て
予
算
ベ
ー
ス
で

2.3
％
～
2.4
％
削
減
で
き
、金
額
に

す
る
と
18
万
２
千
円
と
な
る
。

財
政
課
関
係

佐
野
昇
委
員　

町
内
に
お
い
て
辺
地

の
要
件
を
満
た
す
地
域
の
数
は
。

答　

11
地
域
で
あ
る
。

佐
野
昇
委
員　

計
画
は
申
請
す
れ
ば

100
％
通
る
の
か
。

答　

要
件
を
満
た
す
地
域
で
あ
れ
ば

県
と
協
議
の
上
、議
会
の
議
決
を

経
る
こ
と
に
よ
り
計
画
策
定
が

可
能
で
あ
る
。起
債
に
つ
い
て
は
、

限
度
額
の
範
囲
内
で
借
り
入
れ

が
可
能
と
な
る
。

福
祉
保
健
課
関
係

市
川
司
委
員　

そ
よ
か
ぜ
ワ
ー
ク
ハ

ウ
ス
に
ひ
ま
わ
り
の
家
を
統
合

し
た
後
の
利
用
対
象
地
域
は
全

町
か
。

答　

全
町
で
あ
る
。

遠
藤
公
久
議
員　

そ
よ
か
ぜ
ワ
ー
ク

ハ
ウ
ス
の
送
迎
利
用
料
の
100
円

に
つ
い
て
、令
和
８
年
度
か
ら
は

徴
収
し
な
い
と
い
う
説
明
を
以

前
受
け
た
が
、統
合
後
の
対
応
は
。

答　

徴
収
し
な
い
。

▼
議
案
第
５
号

身
延
町
消
防
団
員
の
定
員
、任
免
、

給
与
、服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
議
案
第
６
号

身
延
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

▼
議
案
第
12
号

身
延
町
大
塩
辺
地
総
合
整
備
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

▼
議
案
第
８
号

身
延
町
高
齢
者
保
養
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

佐
野
知
世

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

山
下
利
彦

ブッポウソウ
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問　

施
設
の
統
廃
合
や
集
約
化
は
高

齢
者
に
対
し
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。峡
南
ケ
ア

ホ
ー
ム
い
い
と
み
の
大
幅
な
介

護
ベ
ッ
ド
削
減
は
、必
要
な
時
に

入
所
で
き
な
い
点
で
、こ
れ
ま
で

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
町
民
が
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
は「
あ
る
か
ど
う

か
」
で
は
な
く「
使
え
る
か
ど
う

か
」が
問
わ
れ
る
。

　
　

高
齢
化
が
進
む
身
延
町
で
医

療
・
介
護
施
設
の
規
模
縮
小
が

さ
れ
る
一
方
で
、
新
た
な「
道
の

駅
」
の
改
修
、充
実
が
順
調
に
進

め
ら
れ
て
い
る
。公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
に
お
け
る「
生
活
機

能
の
維
持
」に
つ
い
て
町
の
基
本

理
念
は
何
か
。

財
政
課
長　

本
町
の
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
の
公
共
施
設
は
、変

化
す
る
町
民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
と
ら
え
、最
大
限
に
有
効
利
用

さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

本
計
画
の
推
進
は
、
町
民
の
皆

様
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
町
づ
く
り
を
進
め
る
上
で

重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。な
お
、

身
延
町
の
計
画
に
は
、一
部
事
務

組
合
の
資
産
で
あ
る
峡
南
ケ
ア

ホ
ー
ム
い
い
と
み
は
、対
象
施
設

に
含
ま
れ
て
い
な
い
。

再
質
問　

町
の
計
画
は
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
、

つ
ま
り「
生
活
機
能
の
維
持
」
に

は
高
齢
化
が
進
む
地
域
に
お
い

て
、介
護
施
設
を
縮
小
し
て
で
も

道
の
駅
を
造
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
い
う
理
解
で
よ
ろ
し

い
か
。

財
政
課
長　

峡
南
ケ
ア
ホ
ー
ム
い
い

と
み
は
一
部
事
務
組
合
の
施
設

で
あ
り
、町
の
施
設
と
横
並
び
に

考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、町

と
し
て
は
ど
ち
ら
も
重
要
な
施

設
と
考
え
る
。

５人登壇５人登壇５人登壇第1回定例会第1回定例会
３月３日３月３日（火）（火）
第1回定例会
３月３日（火） 一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

１ 山下利彦 議員
①�過疎地域持続的発展計画と公共施設等総合管理計
画、デジタル田園都市国家構想戦略との三位一体の
整合性について
②�過疎地域持続的発展計画、公共施設等総合管理計画、
デジタル田園都市国家構想戦略をつなぐAI 活用に
ついて
③人口減少社会でも住み続けられる「不採算医療」について

２ 遠藤公久 議員
①令和 8年度予算編成について
②身延町危険空家等解体費補助金制度について
③身延町みのぶ自然の里指定管理について

３ 望月　俊 議員
①こども食堂について

４ 遠藤一彦 議員
①�身延町における消防団員の処遇と、消防の組織体制
について
②火災予防条例改正後のどんど焼き等の行事について

５ 佐野　昇 議員
①令和 8年度当初予算編成について
②部活動の地域移行について
③子育て世帯の負担軽減について
④にしじま和紙の里かみすきパークの現状について

※�各議員の一般質問の頁は一部抜粋し要約したものを掲載
しています。

　�すべての項目は、各議員の一般質問のページのQRコード
から YouTube よりご覧ください。

�８人の皆様が熱心に傍聴されました。お忙しい中、傍聴頂き誠にありがとうございました。次の定例会は、令和８年６月に開催の
予定です。どなたでも傍聴できます。議会の傍聴に、ぜひお越し下さい。詳細日程は議会情報のウェブサイト等でお知らせします。

【
御
礼
】

問
答

山
やました

下　利
としひこ

彦 議員

変化する町民のニーズを的確にとらえ、公共施設が最大限に有効利用
されることを目指す（財政課長）

公共施設等総合管理計画の「生活機能の維持」についての基本理念は

　全編は
➡こちら

一般質問とは、議員が町政に対してその執行の状況又は将来の方針、政策的提言や行政の課題などを執行者に直接
質問することです。また執行者の所見や施策について、説明や報告を求めたり質問したりすることもあります。
質問の範囲は、町の行財政全般（公共事務、団体委任事務、行政事務の一切を含む）のほか、地域や住民生活に密接
している事項など多岐にわたっています。

公
共
施
設
の
新
設
・
削
減
・
集

約
化
の
基
本
理
念
に
つ
い
て

灯りの消えた老健施設
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問　

昨
年
、身
延
町
内
２
カ
所
に
お

い
て
こ
ど
も
食
堂
が
開
催
さ
れ

た
が
、町
内
に
お
け
る
こ
ど
も
食

堂
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
把
握

し
て
い
る
か
、支
援
は
行
っ
て
い

る
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

実
施
状
況
に
つ

い
て
把
握
は
し
て
い
る
。現
在
支

援
は
行
っ
て
い
な
い
。

問　

こ
ど
も
食
堂
の
役
割
や
有
効
性

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

子
育
て
支
援
課
長　
「
経
済
的
な
支

援
」
と
と
も
に「
こ
ど
も
の
居
場

所
」と
し
て
の
役
割
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。経
済
的
な
支
援
は
、

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
様
々
な

施
策
に
各
課
が
携
わ
り
な
が
ら

継
続
し
て
い
る
こ
と
で
地
域
の

こ
ど
も
全
体
が
公
平
に
そ
の
施

策
に
関
わ
る
こ
と
が
出
来
る
と

考
え
て
い
る
。こ
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
と
し
て
は
、通
学
す
る
小

学
校
に
近
い
場
所
に
あ
る「
学
童

保
育
施
設
」
の
利
用
に
よ
り
、
孤

立
が
防
げ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

今
後
、こ
ど
も
食
堂
に
対
し
て

町
独
自
の
補
助
や
支
援
を
行
う

考
え
は
あ
る
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

山
梨
県
内
に
お

い
て
補
助
を
行
う
自
治
体
が
制

定
し
た
補
助
要
綱
で
は
、す
べ
て

の
自
治
体
で「
営
利
を
目
的
と
す

る
団
体
で
な
い
こ
と
」が
謳
わ
れ

て
い
る
。ま
た「
こ
ど
も
食
堂
」の

運
営
の
ほ
と
ん
ど
が
社
会
福
祉

協
議
会
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
も

し
く
は
N
Ｐ
Ｏ
法
人
で
あ
る
と

解
釈
し
、地
域
の
皆
様
と
タ
ッ
グ

を
組
ん
だ
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
る
。補
助
や
支
援
に
関
し
て
は

研
究
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
即
時
の
対
応
は
難
し
い
。

問　

令
和
８
年
度
当
初
予
算
編
成

は
、こ
れ
ま
で
の
延
長
線
上
の
従

来
型
の
予
算
編
成
な
の
か
、今
後

の
町
の
方
向
性
を
示
す
転
換
準

備
型
の
予
算
編
成
に
な
っ
て
い

る
か
。

町
長　

財
政
状
況
は
健
全
な
状
態

を
維
持
し
て
い
る
。歳
出
に
お
い

て
は
、第
二
次
身
延
町
総
合
計
画
、

身
延
町
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
等
を
柱
に
、将
来
に
わ
た

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
向

け
た
公
共
施
設
等
の
長
寿
命
化
・

更
新
・
統
廃
合
等
や
新
た
な
医

療
体
制
の
構
築
な
ど
を
通
じ
、人

口
減
少
対
策
と
人
口
規
模
に
応

じ
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
予
算
に
な
っ
て
い
る
。令

和
８
年
度
は
第
二
次
総
合
計
画

の
最
終
期
間
と
な
り
関
係
予
算

を
計
上
し
て
い
る
。第
三
次
総
合

計
画
に
つ
い
て
は
、新
た
な
基
本

構
想
の
下
に
策
定
を
進
め
て
い

く
。

問　

危
険
空
き
家
対
策
は
、町
民
の

安
全
確
保
と
地
域
の
将
来
に
直

結
す
る
重
要
課
題
で
あ
る
の
で
、

物
価
高
騰
に
対
応
し
た
実
効
性

の
あ
る
制
度
へ
と
見
直
し
を
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

建
設
課
長　

近
隣
他
町
と
比
べ
て
も

上
限
設
定
は
妥
当
で
あ
る
。個
人

財
産
で
あ
る
空
き
家
の
管
理
は
、

所
有
者
の
責
務
な
の
で
補
助
制

度
の
改
定
に
つ
い
て
は
国
・
県

の
動
向
を
注
視
し
、近
隣
市
町
村

の
状
況
等
を
確
認
し
つ
つ
検
討

し
て
い
く
。

問　

指
定
取
消
申
請
受
理
後
の
具
体

的
な
施
設
管
理
体
制
は
。

観
光
課
長　

消
防
設
備
保
守
点
検

や
自
家
用
電
気
工
作
物
保
安
管

理
、浄
化
槽
法
定
検
査
等
の
法
定

検
査
を
含
め
、巡
回
、清
掃
等
は
、

観
光
課
が
実
施
予
定
。

みのぶ自然の里

施設を遊ばせておくことが最大の損失であると考え、従来の観光という枠組み
に捉われない、あらゆる可能性を排除せず、早急に検討を進めていく（町長）

みのぶ自然の里は、今後、普通財産としての貸し出しや観光集客施設からの
用途目的の変更などは可能であるか、選択肢の一つとして考えているか問

問

答

答

当
初
予
算
編
成
に
つ
い
て

身
延
町
危
険
空
家
等
解
体
費

補
助
金
制
度
に
つ
い
て

こ
ど
も
食
堂
に
つ
い
て

遠
えんどう

藤　公
きみひさ

久 議員

望
もちづき

月　　俊
しゅん

 議員

「経済的な支援」とともに「こどもの居場所」としての役割がある。
（子育て支援課長）

こども食堂の役割や有効性をどのように考えているか

　全編は
➡こちら

　全編は
➡こちら

み
の
ぶ
自
然
の
里
に
つ
い
て

み
の
ぶ
五
条
ヶ
丘

こ
ど
も
食
堂
の
開
催

日
時　

５
月
16
日（
土
）

　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

場
所　

旧
下
部
小
中
学
校
校
庭
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問　

峡
南
地
域
で
身
延
町
は
他
の
４

町
す
べ
て
と
接
し
て
い
る
。峡
南

地
域
５
町
の
消
防
団
員
報
酬
と

出
動
手
当
の
現
状
は
。

交
通
防
災
課
長　

団
員
報
酬
は
年

額
、
市
川
三
郷
町
１
万
７
千
円
、

富
士
川
町
２
万
円
、南
部
町
と
早

川
町
が
３
万
６
千
５
百
円
、身
延

町
は
１
万
５
千
円
で
あ
る
。出
動

手
当
は
一
日
、市
川
三
郷
町
４
千

円
、
富
士
川
町
６
千
円
、
南
部
町

と
早
川
町
が
８
千
円
、身
延
町
は

４
千
円
で
、身
延
町
が
一
番
低
い
。

た
だ
し
消
防
団
に
か
か
る
経
費

は
身
延
町
が
最
高
額
と
な
っ
て

い
る
。

問　

人
口
減
少
と
高
齢
化
の
進
む
中
、

今
後
の
消
防
団
の
組
織
体
制
に

つ
い
て
町
の
考
え
は
。

交
通
防
災
課
長　

部
の
統
廃
合
を
含

め
た
組
織
再
編
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。限
り
あ
る
財
源
の
中
で

消
防
団
が
活
動
し
や
す
い
環
境

整
備
を
し
て
い
く
。

問　

峡
南
広
域
行
政
組
合
火
災
予

防
条
例
が
改
正
さ
れ
た
。各
地
区

に
お
い
て
、ど
ん
ど
焼
き
等
の
行

事
を
中
止
し
た
地
区
に
つ
い
て

把
握
し
て
い
る
か
。

交
通
防
災
課
長　

把
握
は
し
て
い
な

い
。

問　

ど
ん
ど
焼
き
等
の
伝
統
行
事
の

継
承
・
存
続
に
つ
い
て
の
町
の

考
え
は
。

環
境
課
長　

消
防
署
や
消
防
団
と
連

携
し
、安
全
対
策
を
講
じ
る
こ
と

を
お
願
い
す
る
。

生
涯
学
習
課
長　

地
域
住
民
が
中
心

と
な
り
集
落
を
盛
り
上
げ
、未
来

へ
継
承
し
て
い
く
と
考
え
る
。

身延町消防団の出初式

問　

今
後
10
年
間
で
24
％
の
縮
減
を

目
標
に
、前
年
度
比
で
原
則
１
％

か
ら
２
％
の
減
額
を
要
求
額
で

精
査
す
る
と
し
て
い
る
が
。

財
政
課
長　

各
課
か
ら
事
業
実
績
に

よ
る
効
果
検
証
、使
用
料
収
入
や

補
助
制
度
の
活
用
な
ど
の
財
源

の
裏
付
け
精
査
資
料
４
、６
０
０

ペ
ー
ジ
が
提
出
さ
れ
、調
整
の
結

果
、令
和
８
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、前
年
度
比
約
0.4
％
減
の

92
億
４
千
６
百
万
円
に
な
っ
た
。

問　

優
先
順
位
を
つ
け
て
最
大
の
効

果
が
出
る
財
政
支
出
を
投
じ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。事
業
毎
に

精
査
し
、統
合
・
縮
小
ま
た
は
廃

止
し
た
事
業
が
あ
っ
た
か
。

財
政
課
長　

費
用
対
効
果
や
将
来
的

な
効
果
・
利
益
に
視
点
を
置
き
、

身
延
地
区
身
延
分
館
を
解
体
し

機
能
を
総
合
文
化
会
館
内
に
移

転
統
合
、武
道
館
を
解
体
し
中
学

校
武
道
場
に
機
能
集
約
し
有
効

活
用
を
図
る
。
ま
た
、
新
た
な
事

業
と
し
て
第
２
期
丸
滝
宮
の
前

団
地
分
譲
事
業
と
し
て
、大
河
内

体
育
館
を
解
体
し
町
民
体
育
館

へ
機
能
集
約
を
行
う
。こ
れ
に
よ

り
コ
ス
ト
削
減
と
行
政
サ
ー
ビ

ス
維
持
を
両
立
さ
せ
る
。

問　

補
助
金
負
担
金
等
の
適
正
な
運

用
に
つ
い
て
、交
付
先
団
体
に
対

す
る
事
業
評
価
は
、だ
れ
が
・
ど

の
よ
う
な
資
料
内
容
で
実
施
し

て
い
る
の
か
、財
務
報
告
は
専
門

分
野
が
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
か
。

財
政
課
長　

提
出
さ
れ
る
事
業
実
施

報
告
書
・
収
支
決
算
書
等
の
資

料
に
基
づ
き
、事
業
成
果
・
達
成

状
況
や
支
出
の
状
況
が
適
正
で

あ
る
か
な
ど
、所
管
課
で
精
査
し

て
い
る
。安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
と
健
全
な
財
政
運
営
の
維
持

に
努
め
て
い
く
。

問

問

答

答

遠
えんどう

藤　一
かずひこ

彦 議員

佐
さ の

野　昇
のぼる

 議員

　全編は
➡こちら

　全編は
➡こちら

段階的に国の標準額まで引き上げていきたいと考えている
（交通防災課長）　※年額報酬（36,500円／年）・出勤手当（8,000円／日）

身延町消防団員の報酬、出動手当を今後見直す予定があるか

予算ヒアリングで審査と調整を行い、予算編成方針のもとに必要な経費や
政策的経費による予算となっている（財政課長）

当初予算編成にあたり、各課要求額の精査で効果検証及び財源の
裏付けが明確にされていたのか

令
和
８
年
度
予
算
編
成
に

つ
い
て

消
防
団
員
の
処
遇
と
消
防
団

の
組
織
体
制
に
つ
い
て

火
災
予
防
条
例
改
正
後
の
ど
ん

ど
焼
き
等
の
行
事
に
つ
い
て

解体予定の大河内体育館
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議案に対する賛否議案に対する賛否 
（賛成：○・反対：×・欠席：欠）

遠
藤
一
彦

望
月　

俊

羽
賀
勝
之

山
下
利
彦

佐
野　

昇

深
山
光
信

市
川　

司

佐
野
知
世

伊
藤
雄
波

上
田
孝
二

遠
藤
公
久

伊
藤
達
美

第
１
回
定
例
会（
３
月
２
日
～
13
日
）

●条例の一部改正 ●
議
長
は
賛
否
同
数
の
み
採
決
に
参
加
し
ま
す

議案第 3 号 身延町職員定数条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 4 号 身延町職員給与条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 5 号 身延町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の
一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 6 号 身延町地域活動支援センター条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 7 号 身延町火入れに関する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 8 号 身延町高齢者保養施設条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 9 号 身延町公民館条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第10号 身延町社会体育施設条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●計画の変更
議案第11号 身延町過疎地域持続的発展計画の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第12号 身延町大塩辺地総合整備計画の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第13号 身延町横根中辺地総合整備計画の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●規約の変更
議案第14号 峡南衛生組合規約の変更に関する協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●補正予算
議案第15号 令和７年度身延町一般会計補正予算（第９号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第16号 令和７年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第17号 令和７年度身延町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第18号 令和７年度身延町介護保険特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第19号 令和７年度身延町下部奥の湯温泉事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第20号 令和７年度身延町水道事業会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第21号 令和７年度身延町下水道事業会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●当初予算
議案第22号 令和８年度身延町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第23号 令和８年度身延町国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第24号 令和８年度身延町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第25号 令和８年度身延町介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第26号 令和８年度身延町介護サービス事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第27号 令和８年度身延町下部奥の湯温泉事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第28号 令和８年度身延町大八坂及び川尻並びに山之神外十五山恩賜
林保護財産区特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第29号 令和８年度身延町広野村上外九山恩賜林保護財産区特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第30号 令和８年度身延町第一日影みそね沢恩賜林保護財産区特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第31号 令和８年度身延町第二日影みそね沢及び石原外二山恩賜林保
護財産区特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第32号 令和８年度身延町大久保外七山恩賜林保護財産区特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第33号 令和８年度身延町仙王外五山恩賜林保護財産区特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第34号 令和８年度身延町姥草里外七山恩賜林保護財産区特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第35号 令和８年度身延町入ヶ岳外二山恩賜林保護財産区特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第36号 令和８年度身延町西嶋財産区特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第37号 令和８年度身延町曙財産区特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第38号 令和８年度身延町大河内地区財産区特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第39号 令和８年度身延町下山地区財産区特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第40号 令和８年度身延町水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第41号 令和８年度身延町下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●人事案件
諮問第1号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●追加議案
議案第42号 身延町乳児等通園支援事業利用者負担額に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第1号 身延町副町長の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（
１
月
26
日
）

第
１
回
臨
時
会

●報告

報告第 1号 専決処分の承認を求めることについて（令和7年度身延町一
般会計補正予算（第7号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第 2号 専決処分の承認を求めることについて（令和7年度身延町一
般会計補正予算（第8号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●財産の取得
議案第 1号 財産の取得について（バックホウ１台） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 2号 財産の取得について（３ｔダンプトラック１台） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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・�旧身延中学校跡地の活用や第２期丸滝宮の前団地分譲事業など、将来を見
据えた基盤整備を進めるとともに、デジタル田園都市国家構想総合戦略に
基づき、子育て支援、移住・定住促進、産業振興、観光振興などを推進し
ます。
・�早川町・身延町・南部町医療事務組合の指定管理者について「公益社団法
人地域医療振興協会」を指定する議案を提出。地域医療体制の充実を図り
ます。
・�エネルギー・食料品価格高騰への対応として「身延町みのワン商品券
2026」を町民 1人当たり 2万円分配布。地域経済の活性化と生活支援を
図ります。
・�計画期間満了に伴い、令和 8年度から 5年間の新たな「身延町過疎地域持
続的発展計画」を策定し、持続可能な地域づくりを推進します。

・教育大綱等に基づき、「明日のふるさと・みのぶ」を担う人づくりを推進
・確かな学力の向上と豊かな心・健やかな体を育み、「生きる力」を育成
・少子化を踏まえた学校の適正規模・配置の検討
・入学支度金や給食費補助等による教育費負担の軽減
・町単教職員等の配置によるきめ細かな指導の充実
・ICT活用による個別最適・協働的な学びの推進
・イングリッシュキャンプや学びの向学館事業の充実
・連携型中高一貫教育の推進と通学支援の継続
・いじめ防止と相談体制の充実
・学校施設の長寿命化改修の推進
・学校運営協議会の導入と教職員の働き方改革の推進

・芸術文化の振興体制の充実と町民一人ひとりのスポーツ推進
・公民館を地域の学びと交流の拠点とし、防災意識向上の取り組みを推進
・青少年の体験活動の充実と「子育て・親育ち相談室」の継続実施
・中学校部活動の地域展開とその本格的実施に向けた事業の推進
・社会体育施設の適正管理とスポーツ団体の活動支援
・湯之奥金山遺跡の調査推進と文化遺産としての保存活用
・総合文化会館の外壁・屋上防水改修工事を実施
・図書館サービスの充実と郷土資料の収集・保存
・生涯学習・文化振興・スポーツ推進を通じた健康で明るいまちづくりの推進

令和８年度　町長施政方針　３月２日

令和８年度　教育長教育方針　３月２日

町民目線に立ち、住民の福祉の増進に努めるとともに、最少の経費で最大の効果を
挙げるよう、スピード感をもって、職員一丸となって予算執行に当たる

学校教育課

生涯学習課

望
もちづき

月　幹
み き や

也

馬
ば ば

場　泰
やすし

身延町長

教育長

　全編は
➡こちら

　全編は
➡こちら
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姉妹都市千葉県鴨川市表敬訪問・行政視察研修　2 月 12 日～ 13 日

参加者：望月幹也町長・議員・総務課長・企画政策課長・議会事務局員

鴨川市表敬訪問

　身延町と鴨川市は平成20年２月に姉妹都市協定
を締結して以来、議員間の交流を続けており、議会
においても改選期ごとに相互訪問を行い、交流を深
めてきた。
　この度の対面式や交流会では、鴨川市の佐々木久
之市長、また川﨑浩之議長をはじめとした鴨川市議
会議員の皆様や、鴨川市役所職員の皆様から大変温
かい歓迎をうけた。
　また、日蓮聖人のゆかりの地である誕生寺や清澄
寺を訪れ、歴史や文化についても理解を深めた。
　今後も姉妹都市交流を継続し、さらにより良い関
係を築いて行く。

行政視察研修「事業シートの活用について」

　事業シートの作成により、予算の執行状
況などの分析や解析が可能となり、次の施
策や事業計画に繋げやすくなるため、よい
取り組みであると感じた。
　しかし、決算確定後に作成することとな
るため、事業シートの作成が新たな事務負
担となることも考えられるので、もう少し
調査研究することが必要であると考える。

鴨川市事業シートの概要説明書

議長同士の挨拶

望月幹也町長と佐々木久之市長の談笑

研修会の様子
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飯富病院の現状と身延町の負担金　３月 25 日 定例会

講師：公益財団法人山梨総合研究所　主任研究員　在原　巧 氏

県内先進地の事例紹介
　甲斐市・笛吹市のＡＩデマンド交通、丹波山村のグリーンスローモビリティの概要・運用・特徴につ
いて、地域にあっているか、住民の要望にこたえられるかといったポイントも交えて説明を受けた。本町
でもデマンド交通を実施しているが、県内各地においても、地域の実情に合わせた様々な取り組みが展
開されていることから、情報収集を図っていきたいと考える。

これからの地域モビリティが目指すもの
　便利さの追求ではなく、必要最低限の暮らしの安心を支え、個人で自動車が使えなくなる時に備えて、
自治体・行政が整えるセーフティーネットを構築していくこと。地域モビリティは、地方で暮らし続け
るための現実的な手段の一つで、みんなで連携・協働していく仕組みである。
　暮らしを守るために検討して行かなければならない課題であることを教えられた。

身延町・早川町負担金【令和８年度当初予算】

身延町・早川町負担金　５億1,771万円　＋　町立診療所委託料　2,200万円

身延町分　３億9,174万円

主な要因
全国的に病院経営悪化の要因である、人口減による患者数の減少や光熱費・医薬品・診療材料費等の
高騰などによる

改善への取り組み
・救急受入れ体制の強化と退院調整の改善による稼働率の改善
・出張予防接種の強化と健康診断の積極的受入れによる外来収益の確保
・介護福祉士や事務職員の介護施設派遣の実施と当該収入の人件費への充当
・夜間病棟配置の見直し
・ベンチマークシステムの活用による医薬品・診療材料費の削減
・管理職による職員の業務量の把握と調整による残業の発生の抑制
※ベンチマークシステム…医薬品・診療材料などを全国の病院と比較する仕組み

　地域交通の基本構造を木に例えて、幹は鉄道やバ
ス、枝は支援バスやコミュニティーバス、そして葉
が地域モビリティと考え、役割と対象・課題につい
て、自動車に支えられてきた地方の暮らしが高齢化
により何が起こるのか、結果として自動車依存の生
活設計が崩れる可能性があることの理解を深める研
修となった。

※モビリティ・・・ 人や物が移動する能力や手段

※令和7年度対比-1.9％

※１万円未満切り捨て

議員自主研修講座「地域モビリティの現状と将来」　２月６日
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指定管理者の決定

指定管理者
法人名　公益社団法人地域医療振興協会
住　所　東京都千代田区平河町二丁目6番3号　　　　事業紹介→
代表者　理事長　藤来靖士

指定管理期間
期　間　令和９年４月１日から令和19年３月31日までの10年間
※令和８年４月１日から令和９年３月31日までの１年間は医療再編による
医療提供体制を円滑に構築するための準備期間とする

指定管理者による申請の概要

1病院３診療所への再編
身延山病院に入院や救急、一部外来機能を集約し、飯富病院を無床診療所化する。南部診
療所及び万沢診療所を含めて一体的に運営する中で、医療資源を地域全体で最大限効率的
に活用するという視点を最も重視し、各施設の適切な機能分化・連携強化を図る

政策的医療
【救急医療】

身延山病院に機能と医療資源を集約することにより、救急医療体制を強化する。地域で発生
した救急患者を引き受ける体制を構築し、県内の二次医療圏で最も管外搬送割合が多い現況
からの改善を目指す

【感染症医療・災害時医療】
関係機関との連携等平時からの取り組みを重視し、確実な医療提供体制を構築を図る

【へき地医療】
早川町及び身延町所管の診療所については、原則として継続するとともに、地域住民が日常
生活圏内で安心して医療を受けられる診療体制を目指す

令和８年 早川町・身延町・南部町医療事務組合議会定例会　３月19日

公益社団法人地域医療振興協会 公益社団法人とは？
全国で病院、診療所及び介護老人保健施設等を86施設（うち
70施設を指定管理）運営している。へき地医療を担う公益法
人として、これまで培ったノウハウや経験を生かし、峡南南
部地域における持続可能な医療提供体制の構築に資するこ
とが期待される

社会全体の利益となる公益事
業を主目的に行い、国または都
道府県の認定を受けた社団法
人。税制優遇や高い社会的信用
がある
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◎提出の背景と現況
　待望でありました中部横断自動車道の開通により、静岡県・長野県へのアクセスが格段に向上し、
町内の観光地や集客施設への来訪者の増加が見込まれる。町内には ICが3箇所、隣接町に2箇所設置
され、町内の大半地域が ICから10分圏に位置しており、観光だけではなく通勤・通学や買い物等の
時間短縮が図られ、災害時の緊急輸送道路や企業誘致の促進にも期待している。しかしながら、国道
300号や各県道と中部横断自動車道 ICとの円滑なアクセスに課題があり、特に旧下部町エリアや富
士北麓エリアへのアクセスに時間を要し、医療・生活・観光面において、中部横断自動車道開通によ
る効果を享受できていない状況であるため、山梨県へ以下の2路線について、望月幹也町長が上申書
を提出した。

１．主要地方道市川三郷身延線の三沢・市之瀬間バイパス建設について（上申）
　県道市川三郷身延線の三沢・市之瀬間は、峠越えの
九十九折り道路で、地滑りによる法面崩落の危険個所
が点在し、冬期には路面が凍結するなど安心・安全な
道路とは言えず、朝夕の通勤・通学時には国道52号
に迂回するなど不要な時間を要している。また、三沢・
市之瀬間バイパス建設は、沿線住民の長年の悲願であ
り、旧峡南高校、旧久那土小・中学校の跡地利用促進
に加え、「道の駅しもべ」「身延山久遠寺」「道の駅に
しじま和紙の里かみすきパーク」を国道300号と国道
52号で結ぶ観光拠点トライアングルを形成する。ま
た、雨量規制で年数回、通行止めとなる国道300号の
バイパスとして、豪雨や豪雪で不通時の中部横断自動
車道や国道52号を補完する緊急輸送路として、富士
山噴火時も含め防災機能が見込まれるため、県道市川
三郷身延線の三沢・市之瀬間バイパス建設を要望す
る。

２．中部横断自動車道中富ＩＣから国道300号を結ぶ道路の建設について（上申）
　まちづくりを推進するためには、身延町として旧3
町の医療・生活・観光等が共有できる町内の道路ネッ
トワークを形成することが重要であり、旧身延町と旧
中富町・旧下部町間は、国道52号や主要地方道市川
三郷身延線を利用したネットワークが形成されてい
るが、旧中富町と旧下部町を結ぶ道路の新設により、
町内をトライアングル化したネットワークが構築さ
れることから中部横断自動車道中富 ICから国道300
号を結ぶ道路の建設を要望する。

身延町議会では
三沢～市之瀬間バイパス建設を
最優先事案とすることが賛成多
数で議決された
（令和７年３月14日）

山梨県へ２路線について上申書を提出　２月１７日
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ヘルシースパサンロード「しもべの湯」町外利用者（大人）の値上げへ

みのぶ自然の里指定管理者の指定取り消し

町外利用者（大人）料金改定の理由
　「しもべの湯」は、町民の皆様の健康増進と交流の場として多くの方に利用されている。しかし
ながら、近年のエネルギー価格の高騰による光熱費の負担増や人件費をはじめとする運営コス
トの上昇が続く中、経費削減に努めてきたが、現在の料金体系では安定した運営を継続すること
が極めて困難な状況にある。今後も施設の安全な管理とサービス水準を維持するため、町外利用
者（大人）料金の見直しを行った。

町外利用者（大人）料金改定開始日 令和8年4月1日（水）

町外利用者（大人）料金改定内容

町外利用者（大人）料金 現行930円 → 1,100円（値上げ）

町外利用者（小人）料金 現行380円 　 改定はありません

※町内利用者料金の改定はありません

指定管理者・管理期間等

指定管理者 合同会社 manabiya

指 定 期 間 令和6年４月１日～令和11年3月31日（5年間）

管 理 施 設 宿泊棟・キャンプ場・体育館

運営経過と取消理由
　合同会社manabiya は令和3年4月から3年間、運営に携わってきた。その実績を踏まえ、来
客数や売り上げを伸ばしていく計画を立て、令和6年4月1日から再び指定管理者となった。し
かし、予想以上の物価高騰や人手不足となり、営業努力を重ねてきたが、計画通りの運営継続が
困難になった。町はこれまで何度も管理者側と協議してきたが、昨年12月に指定取り消し申請
書が提出され、これを受理した。
　令和8年3月31日をもって、指定管理を取り消した。

今後について
　設備の法定点検や施設の巡回・清掃などの維持管理は観光課が実施予定。業務は休止し、様々
な角度から検討し、早い時期に結論を出したい。
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議会広報編集委員会で視察しました！

予告 令和８年度令和８年度

身延町身延町
令和８年度

身延町こども議会こども議会こども議会
開催日：令和8年８月5日（水）午後１時から

開催場所：身延町役場本庁舎２階　議場

参加対象：身延町内在住小学生および中学生　※こども議会はどなたでも傍聴できます

定　　員：定員10名程度　※申込者が５名未満の場合は中止になります

周知方法：児童・生徒に配布並びに地域の回覧になります（６月中旬予定）

お問合せ：議会事務局　TEL 0556−42－4807
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　議会広報モニター13名の皆様には、２年間にわた
り、様々なご意見ご感想をお寄せいただきありがとう
ございました。おかげさまを持ちまして、議会広報紙
がより見やすく分かりやすくなり、コンクールで受賞す
るなどの成果がありました。
　つきましては、モニター制度については、当初の目

的は果たされたものと評価し、令和７年度をもって一
旦休止とさせていただきます。
　モニターの皆様には２年間、誠に有難うございまし
た。今後は、議会だよりに対するご意見・ご感想等は、
裏表紙のQRコードからお寄せください。

身延町議会議員一同

常任委員会レポート（P3～ 4）

〇定例会のおもな議案のページと
予算決算常任委員会レポートが
見開きだったので、見比べること
ができ分かりやすかったです。

〇赤の文字が多くて目がチカチカ
します。

〇質疑応答は分かりやすく記され
ていると思うが、写真は説明書き
がなければ何をしているかわか
らないと思われます。

令和７年第４回定例会
おもな議案（P2）

〇ギカイのギモンの項目は、見慣れ
ない言葉の詳細が判りとても良
いと思います。

〇歳入が左、歳出が右ですっきり見
やすいです。ギカイのギモンをい
つも助けにして読んでいます。

〇活字の大きさ、色づかいも良く見
やすくなっていると思います。

おじゃまします（P12）

〇掲載される写真を見るたび稀薄
になった、あるいは、すでになく
なってしまった地域の絆とか隣
近所の関係性を考えさせられま
す。非常に良い企画なので、これ
からも続けてほしいです。

〇地域単位の細やかな助け合い、素晴
らしいですね。町の施策もきめ細や
かな施策の積み重ねだと思います。
議会はこのような活動が広がるよ
う、応援してほしいと思います。

モニター通信（P11）

〇シンプルで読みやすい内容になって
います。毎回楽しみに拝読しています。

一般質問（５人）
（P7～ 9）

〇 P8 下段、冒頭の問、答は「み
のぶフェス」に関するものです
が、その下に記載されている詳
細な問、回答はごみ収集所設置
や規定類の見直しに関するもの
です。冒頭の問、答は詳細な質
疑の要約と理解しているのです
が、関係がわかりません。どの
ように理解したらよいのでしょ
うか。

一般質問は一人の議員が何項目か
に分けて複数の質問をします。そ
のうちの１つを冒頭の問とそれに
対する回答という形で一番上段に
記載しています。その下にある縦
書きの詳細な問と回答は、質問項
目が１つの議員の場合は上段の質
問と関連性があるのですが、質問
項目が複数項目ある議員の場合は、
別の質問を載せているため、関連
性はありません。より多くの質問
と回答を載せるためにこのような
形を取っています。分かりやすさ
の視点から今後の検討課題といた
します。

町政へのご意見・ご要望

〇新議員さんには、これから 4年間
頑張ってもらいたいです。ふれあ
い懇談会も数回行われているよ
うですが、いつも住民目線で、住
民の要望に答えられるような活
動、議会の運営をお願いします。

〇毎回、町政全般についての意見要
望を提案してきましたが、これら
の意見要望はどのように処理さ
れたのでしょうか。

モニターの皆様から頂戴した貴重
なご意見・ご要望等につきまして
は、議員それぞれが毎回目を通して
います。その中でも特に注視しなけ
ればならないと感じたものにつき
ましては、調査し、場合によっては
一般質問を行うなど、それぞれが議
員活動の中で対応しています。

議案に対する賛否・第２回臨時会
（Ｐ５）

〇可もなく不可もなし。内容がほし
い。説明の工夫などが必要と思わ
れた。

議会広報モニターの皆様のご意見・ご感想等を
要約したものです。（議会だより№85の意見・感想等）

町長行政報告・クマを目撃したら！
主な議会の動き（P10）

〇町長行政報告が議会で行われた
ものだと、紙面からも分かるよう
になりました。報告内容が分かり
やすくまとめられています。

表紙（P1）

〇皆さんの真摯な姿勢が印象的です。
引いた全体の写真が欲しかったです。

〇議員の顔が良くわかって大変良い。

〇良い構図と思った。

〇応召板の写真の位置が絶妙で、12
人の議員の皆様のお顔と名前が分
かりました。町職員の方々の写真
もあり、議場全体の雰囲気が伝わ
り、傍聴しようかなと思います。

〇表紙は語る。議会の様子、雰囲気、
内容他すべてに対しすばらしい
表紙の写真でした。

お 礼

ふれあい懇談会
（P6）

〇町への疑問、要望を直接ぶつける
ことができるとても良い機会、話
し合いの場だと思う。
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下 山 愛 宕 祭 典 実 行 委 員 会
　下山地区では、毎年8月16日に「下山愛宕祭典花火大会」を開催しています。
　祭事の中心は花火の打ち上げであり、100年以上続く地域の伝統行事として、地区関係
者の寄付によって支えられています。下山新町区の若衆が中心となって運営していますが、
現在の担い手は4人と少なく、OBや地域住民の協力を得る中で開催しています。
　少子高齢化により転換期を迎えていますが、8月16日のお盆最後の夜を、家族や地域住
民とともに過ごし、先祖や故人をしのぶ花火大会として、できるだけ長く続けていきたいと
考えています。

花火大会の看板製作

花火大会の準備 打ち上げ花火

みのワン

いつも議会だよりをご覧い
ただきありがとうございま
す。議会だよりなどに対す
る皆様のご意見・ご感想
等は、下記のQRコードか
らお寄せください。


